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「小笠原混合言語Jは本当に「言語」なのか
-5つの側面からの検証一

ロング,ダニエル

要旨

東京都の小笠原諸島に見られる多文化・多言語の接触状況は、一般には知られていないが、

日本の言語政策では重要な位置を占めてきた (田中 2005)。 小笠原では英語と日本語が混ざ

り合うことばが欧米系島民同士の間で使用されている。これまでその言語使用に関して島民

が「英語と日本語を混ぜて使うJのような表現が用いられてきたが、小笠原で話されている
ことばは英語と日本語のコードスイッチングではなく、むしろ二つの言語の融合によって誕

生した新たな言語体系であると筆者は考えている。すなわち、欧米系島民は日本語と英語を

使うバイリンガルではなく、これら以外にも「小笠原混合言語」を使うトライリンガル (3

言語使用者)であると考える。つまり、日本の少数民族に当たる彼らの言語はアイヌ語や琉
球諸語とならぶ日本のマイノリティ 0楼卿【)言語であると言える。

〔キーワード〕多文化接触、言語接触、日本の少数派言語、3言語使用、
コードスイッチング

1 概説

小笠原諸島の欧米系島民同士では「英語と日本語が混ざっていること,鋤 (以下、「小笠原

混合言語」と呼ぶ)が使われる。本稿で「小笠原混合言語Jは本当に一つの言語体系である
かどうかを検証する。「混合言語Jとは接触言語の一種であるが、ピジンやクレオール、コイ

ネー、ネオ方言など、これまで注目されてきた接触言語とは異なるものである(ロ ング 2010)。
1-方
、コードスイッチング (コード切り替えなどとも言う)と いう言語行動の現象とも異な

るものである。「混合言語J鰊版cd Lmttage)と いう概念はBakkcr(1994)が提口昌したもの
である。「混合言語」の研究は言語接触、さらには言語習得やコードスイッチングの理論構築

にも大きく貢献する概念として注目されているのである。

小笠原諸島の言語状況を知るためには歴史的状況を把握する必要がある。言語状況を考え

ると、次の4期に分けることができる。

第 1期 (1830～ 1876年)無人島に欧米人や太平洋諸島民が入植、様々な言語が接触する。
第 2期 (1876～ 1945奪⇒ 日本の領土となり、日本人のヌt植による日本語との接触が起こり

戦後の混合言語の前身が形成される。
2

第 3期 (1946～ 1968年)米軍施政下での英語の教育と使用が盛んになり、戦前からみられ
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た混合化が進み、本格的な混合言語の言語体系へと発展する。

第4期 (1968年～現わ 日本へと返還され、内地での生活を余儀なくされていた旧島民が

帰島し、再び日本語が優勢言語となる。

小笠原欧米系島民が話す英語と日本語が混ざっていることばは、度々単なるコー ドスイッ

チングと言われてきている。 しかし、以下で「小笠原の混合言語」はまさに言語体系である
と主張する。本稿では、言語意識面、言語使用面、言語能力面、言語習得面、言語構造面の

五つの観点からの議論をしていく。

2 言語意識面
小笠原混合言語を島民の意識から考えると一つの言語体系であると結論付けることができ

る。ここでその意識面の要因を一つずつ取り上げてみる。

これまで、多くの研究者が小笠原の言語状況を単なるコー ドスイッチングとして捉えてき

た。確力ヽ こ、欧米系島民に尋ねれば、自分たちは「英語と日本語をミックスしているだけだ」

と語る人は少なくなし■ この意識だけをみれば、本稿で唱えている「言語説」の論証として

は弱い。しかし、言語意識の別の側面を見ると、「英語と日本語をただ混ぜているだけ」とい

う自己評価と合わない部分が出てくる。

例えば、欧米系島民は自分たちのことばに対して「コンプレックス」(劣等感)を抱いてお

り、「自分らが英語と日本語をミックスしているのが恥ずかしい」と語る。しかし、もし小笠

原混合言語が単に「英語と日本語をミックスしている」行動だけだとしたら、混ぜるのを止

めれば良いだけで済むであろう。彼らにとって小笠原混合言語は一つの言語体系であり、母

語となっているから、恥ずかしく感じながらも、自分を表現する手段としてそれを使わざる

を得ないのである。

なお、上で述べた一般的な見方 (「ミックスしているだけだ」という論 とは反対に、島

民の中には小笠原混合言語を「自分たちが作った言語だ」と意識している人がいる
3。

ただし、

こうした認識でいる人は圧倒的に少数派ではある。

もう一つの「意識面」における特徴は、島民が「自然に聞こえる」意識に対して「変に聞

こえる」意識も持つている点にある。例えば、次の文法 1生判断調査を欧米系島民に対して行

うとする。その時に別の欧米系島民が発した文「meらは al&ッ頑張つた」を聞かせたら、「そ

の言い方普通に使 うね」と答える。すなわち肯定的な判断を下すのである。一方、英語と日

本語が恣意的に混ざった文を聞かせれば「自分たちはそういう混ぜ方をしない」とか「それ

は sounds l珈ッだよ」 (おかしく聞こえるよ)という否定的な判断を下すのである1同 じよう

に、よその言語コミュニティ (例えば、関東や東海、関西などのインターナショナルスクー

ルの生徒たちの間で普通に使われている言い方)を聞かせると、その混ぜ方は自分たちは言

わないとはっきり主張するのである。例えば、日本語の動詞語幹+英語の過去形 「ガンバル
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ed」 のような言い方はよそのコミュニティで実際に行われているが、小笠原の人に尋ねると

「そういう言い方を mcらはできない」と答える。すなわち、英語ネーティブや日本語ネー

ティブのそれぞれが文法性判断ができるように、小笠原混合言語ネーティブの人々にも自分

たちのことばに内在しているルールに基づく文法性判断ができるのである。なお、上記のよ

うに、欧米系島民の多くは「英語と日本語を単に混ぜているだけだ」という意識を持ってい

るので、言語調査を通じて自分たちの混ぜことばにはこうした規貝中性があることをはじめて

自覚して本人たちも驚くのである。

なお、ここで明確にしておきたいが、本論で使っている「小笠原混合言語」という名称は

あくまでも筆者が議論を進めるための便宜上のラベルとして作つたものである。島民たちは

この名称を使っているわけではなし、

名称はともあれ、もし彼らのことばが「単に混ぜているだけ」だったら、このように「使

える混ぜ方」に対して「使えない混ぜ方」の判断そのものはできないはずである。イヽ笠原混

合言語は独自のルールが存在するからこそ、英語、日本語、中国語、スペイン語などほかの

言語と同様「文法性判断 が可能である。

3 言語使用面
言語使用という側面から考えても、イヽ笠原の欧米系島民が話していることばは単なる「ミ

ックス」やコー ドスイッチングではなく、一つの融合した言語体系であると言える。

小笠原混合言語は欧米系同士の間で使われるいわゆる「身内言語」(魏ptt langtnge)で あ

る。小笠原混合言語は英語と日本語が混ざつていることから、明治時代に島に入植して来た

日系住民との間に発生したリンガフランカだと誤解されやすい。しかじ、小笠原混合言語は

よそ者との間に使 うコミュニケーション手段 (=リ ンガフランカ)ではない。それどころか、

欧米系島民はよそ者の前で混合言語を使 うのを恥ずかしがつたり、嫌がったりするのが現状

である。それに、もし欧米系島民が英語と日本語を別々のコー ドとして持っているのであれ

ば、身内で話す時に二言語を混ぜる必要はない。彼らにとって混合言語はむしろ自分にとっ

て最も自然に出る言語変種である。すなわち、社会言語学者ラボフの言う
"macuar(日

常語)

に当たる。
4ラ
ボフが言 うには、ある集団が身内同士のくだけた場面で使 う言語変種 (=

Кmm鷹 )はその集団にとって最も自然に出ることばで、彼らの母語に当たる。小笠原混合
言語がもし彼らの母語だとすれば、それは「言語Jと 判断せざるを得ないであろう。

4 言語能力面
上記の言語使用面の証拠と関連があるが、言語能力面から考えても小笠原混合言語は単な

るコー ドスイッチングではなく一つの言語体系であることが分かる。

米軍統治下に育ったネイビー世代と呼ばれる人たちの中には、英語よりも日本語が弱いと
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嘆く人は少なくない (ロ ング 2002a:303)。 この「日本語が弱い」という表現は具体的に言

えば次のことである。 (1)月 笠ヽ原混合言語に含まれている人丈方言の要素と標準語との区別

がよく分からない。 (2)敬語や丁寧語が満足に使いこなせない。 (3)日本語の読み書きはあ

まりできない、あるいはまつたくできない。 (4)非日常的な高度な語彙を (英語で分かつて

いるが)日格 でカコらなしヽ
5

「日本語が弱い」と言う人がいるように、「英語がちょつと苦手だ」と嘆く個人もいる。欧

米系島民の中には、日本語を混ぜずに英語だけをしゃべる時と、英語を混ぜずに日本語だけ

をしゃべる時の両方にことばが不自由な感じを相手に与える人もいる。
6しかし、この両方の

人たちは「英語と日本語が混ざつても構わないなら」自分を表現することになんらの不自由

も感じないようである。「日本語と英語の混ざったしゃべり方で自分を満足に表現できない」

なんて言う人も聞いたことがなし、「混ざったこと,詢 (つまり混合言語)は最も自由に物事

について考えたり話したりすることのできる思考言語である。

明治時代に最初に英語と日本語を混ぜ始めた世代においては「第一言語である英語と第二

言語である日本語を混ぜていたJという言い方は間違いではないが、1920年代から1960年

代にかけて生まれ育ったほとんどの人は、むしろ「混ざったことばを第一言語として持つて

いた」という言い方が実態を正確に捉えているのである。「英語と日本語を混ぜてしゃべる」

明治や大正生まれの話者
7と
「英語と日本語が混ざつている言語をしやべる」昭和生まれの話

者について考えるときに、「混ぜる」と「混ざつている」の他動詞・自動詞の使い分けが重要

である。

5 言語習得面
小笠原混合言語は一つの言語体系であるというもう一つの証拠は、言語習得面に見られる。

上記の言語能力でも暗示されていることだが、ここで明示的に述べよう。

「日本語と英語を別々の言語体系として習得した後に、それらを習1貫的にミックスするよ

うになった」という誤った解釈をする研究がある。しかし、実際はそうではなく、融合型の

言語体系である「小笠原混合言語」を第一言語として獲得しているのである。欧米系島民に

とつて混合言語は最初に習得した第一言語であり、英語はその後に習つた第二言語で、日本

語はその後に身につけた第二言語である。

こうしたことは島民の証言から分かる。

1"9年生まれの瀬堀エーブルさんは家庭内で「日本語と英語をミックスした」と表現して

いる。もちろん、彼が言つている「ミックス」とは戦後の混合言語のような組織化されたも

のかどうか分からなし、むしろ、その前身に当たるもつと緩いミックスだつたかもしれない。

ただ、その言語は家庭内で使用していたため、第一言語的なインプットと言えよう。事実、

1920年生まれの瀬堀ヘンドリック (通称ネケ)は年少期に家庭内で英語を話さなければ父親
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に怒られたと語つている (ロ ング。今村・新井 2011:38)。 1908年生まれの瀬堀ナサニエ

ル (通称ナテ)も同じように語つている (Sattpson 1968:130)。 つまり、この二人は家庭内

で混合言語を使用していなかったと推測される。しかし、裏を返せば、家庭内においても日

本語が出ることがあったからこそ、こうした怒りに遭うことがあったであろう。

エーブルが成人して家長となった家庭の言語使用について聞かれたら次のように答えた。

ロング:自分の子供と喋るときは何語で喋るんですか ?

瀬堀 A殷 あのお、Enghsh and Japanese

ロング:MkЦ■b911?

瀬堀 :M破cd 政山 ,I talk血 ,h血?そ う。[中略ヨSchoolは EngLsh schoolだ か らね、

ここで返還する前オ、 だから子供は英語でね、schOol行くと。で、家に帰って

くると hnseと E聖おhの両方ね、使つてたの。 (ロ ング 2003a:11)
これは言語使用の話ではあるが、子供が育った言語環境に関する事実なので、言語習得と

密接に関係している証言だと思われる。

そして、現在においても、欧米系島民はコードスイッチングを行うことがある。さらに場

面や相手による言語の使い分けもある。英語だけで話す場合 (英語しか話せない研究者と話

す時など)と、日本語だけを話す場合 (日本語しか話さない観光客が来た時など)がある。

しかし、英語と日本語はあくまでも第二言語、第二言語として習得しているのであり、最初

に習得しているのは混合言語の様である。

6 言語構造面
言語構造面から考えても、小笠原混合言語は単なるコード切り替えというよりも一つの言

語体系を成していると言えよう。

まず、混合言語は2つの音韻体系を持ち合わせている。日本語の中に臨時借用語を取り入

れるときに、英語など外国起源の単語でも日本語の音韻体系のまま(いわゆるカタカナ発音)

で発音する。小笠原混合言語はそうならずに、原音 (英語の音韻体系のまま)で発音される。

日本語の部分も英語の音韻体系に沿つた「＼XなまりJではなく、日本語のままである。

代名詞は内容形態素 (語彙形態素)と様々な違いを見せる機能形態素である (あるいはそ

れに近い)。 代名詞を含めて機能形態素は普通1端飛されなし、いくら外来語好きで 唯諏しな
いようにリマインドしてください」や「私はその学会にあまリコミットしていない」のよう

な内容形態素を連発している話者でも、英語の代洛詞を使わないであろう。しかし、小笠原

混合言語は日本語の述語と共に英語の代名詞が使われることがある。しかもそれは英語の文

法的特敦である格変化 lL mc2 my9面
“
)や単・複数形の区別 lwe,us2 ourj ours)を 持ち込ん

でいない。ただ単に「英語十日本語=小笠原混合言語」と言えない。これは英語にも日本語
にもない特徴と言わざるを得なし■
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小笠原混合言語では数字、助数詞 lclass五 crs)はほとんど英語起源のものであり、日本語

のそれが極端に回避される傾向がみられる。これは例えば「あとabout血
“
kbsで s■lndown」

(残 り3キロのところで日が沈ん0や 「mcらは onc weckぐらいそこにいたよ」のように
表れる。例から分かるように、日本語の場合、マノしイチニチやツイタチ、ハツカ、ハタチ、

トウカ、ニジュウイチニチ、シガツ、ヨネンマエなどのように時間関係のことばは数詞とか

らんでいる。これはヨンカゲツ (小笠原混合言語ならば four lnOntbsと 言う)だけではなく、

シガツ 幌 合言語ならば Apmと言う)の場合も日本語なら数詞が用いられる。小笠原混合

言語の場合は、数詞と直接関係のない「時間関係」の単語にまでこうした現象 (すなわち英

語を使う傾向)が拡大しているようである。例えば、オ トトイやサライネンよりも、■

"efOrerttCrdayや ycar afb ncxtが表れやすい。ときどき、筆者が小笠原混合言語について研究発表

や講演を行なう場合、聴衆から「日本語の言い方が長いから英語が好まれるのではないか」

と言われることがあるが、こうした例から分かるように (短い英語が採用されることもある

ものの)英語の方が日本語の表現よりはる力ヽ こ長い場合にもそれが採用されていることがあ

る実態が分かる。つまり、小笠原混合言語で選ばれるのはたまたま短い方になったり、長い

ものになったりするだけであり、長さは直接関係ないのである。

ネイビー時代は英語による教育を受けているから、専門用語をはじめとする「難しい単語」

(専門用語までいかなくても非日制調語の単議 は英語のものが採用されるのではないかと

よく聞かれる。これは事実である。つまり「難しい単語は英語から入つている」とは言える

が、しかし逆に、そうだからと言って「英語から入つている単語は全て難しい単語力月 と言

えば、そうではないのである。そもそも、上で紹介しているday before rSt(dり や mcは極め

て日常的な単語であり、決して「学校教育によって覚えたから」英語のものが採用されてい

るというわけではない。

小笠原混合言語は日本語が基盤言語 lman… )になっており、英語がその日本語の

構造に埋め込まれている (埋め込み言語=血bcddcd language)の である。しかし、だからと

言つて、「文法構造は日本語で、個別単語だけ英語」というわけではない。英語はむしろ、句

lphse)や節 lclatlFc)単位で取り入れられることが多しヽ それはどうして特筆すべきこと

かと言うと、英語の部分が長いだけではない。英単語を正確な句・節に組み合わせるために

文法的知識が必要である。例えば、「watcrが up b hclceeだった」や lllstthcwc2mcnが 集ま

るようになった」といった発話がよく見られる。これらを日本語に置き換えると「水が膝ま

で上がってきた」、「女だけが集まるようになった」。混合言語はただ単に英単語を日本語の文

に取り入れているだけではない。そもそも「ひざまで」と「Ψ ゎ鵬 knec」 では調 1贋が違う

(前者は名詞が先に来て、後者は洛詞が後に来る)。 混合言語を使うのに単語の知識だけでは

なく、こうした文法能力も必要である。さらに、英語では luptOlの複合的前置詞の使い方、

そしてこの文法的環境においてknceや wo颯理の両方の名詞には定冠詞の tllcが必要だと知
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識もなければならないのである。

日本人が英単語を (臨時借用語として)日本語の文に混ぜるときにこうした文法能力や知

識が (個別単語として英語を取り入れているのであるため)不要である。また、単語ではな

く、節や句単位で取り入れようとするこうした能力や知識が欠けているため、文法的に間違

った英語を生み出すのである。例を挙げよう。某コーヒーショップで見かけた看板に

CdめmmBⅨ泣賦m ten yCr h Japanと 書かれていた。言いたかったことは「日本 (進出して
から)の素晴らしい 10年を祝つて」であろうが、これは非文 (文法的に間違つている)であ

る。英語の場合にwondedのような性質を表す修飾語とmと いう助数詞が両方使われる場
合、助数詞が先に来なければならない。このように調頃に関する知識、複数形を使うべきか

単数形を使うべき力、不定冠詞か定冠詞やゼロ冠詞のどれを使 うべきかなどの知識は文法的

知識である。英語の個別単語を日本語の文に入れるときにはこうした知識は不要だが、文 (あ

るは節、句)単位を入れるときは必要である。小笠原混合言語においてこのような調頃の間
違いは基本的には見られないのである。

7 まとめ

以上、言語意識面、言語使用面、言語能力面、言語習得面、言語構造面という五つのlll面

から、小笠原の欧米系島民の間で使われている日本語と英語が混ざっている話し方が言語で

あるのかを検討した。

その結果、その話し方は単なるコー ドスイッチング (ま しては臨時借用語)と は言えない

という結論に至った。その話し方が歴史的にどのように作り上げられてきたかということを

考えると、バイリンガリズムそしてコー ドスイッチングは関わっていたであろうが (ロ ング

2002b)、 現在において、それは一つの言語体系として融合していると判断せざるを得ないの

である。
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注
1ピジンやクレオールは複数の言語が接触するときに見られる現象だが、コイネーとは同一
言語内の複数の方言が接触する際に方言間の均―によって形成される新しい言語変種であ

る。ネオ方言とは伝統方言と標準語との接触によって生じた言語変種である。
2小
笠原諸島への日本鳳こよる入値は 1862年 8月 に一度行われたが、一年足らずで終わつて
日本人が引き上げた。日本人による継続的な定住は 1876年から始まる。詳細についてはロ
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ング&稲葉 (2004)を参照されたいが、本稿としては日本語が諸島に入つたのは「1860年
代～1870年代」という大雑把な理解で十分である。
こうした「混合言語は自分たちの言語である」という意識を反映する証言に関してはロン

グ (近千」)の第 10章 (24節)の「小笠原混合言語の発生における子供たちの役割」を参
照されたし、
「日常語」=vcmaCularの 定義の詳細や日本語訳についてはミルロイ (2000:89100)参照

詳細や実例、島民の証言についてはロング (近刊)の第 10章の 3節「戦後の混合言語の特
徴」を参照されたし、

世間で「セミリンガノ1/」 と決め付けられているような話者。これについてはロング (2003b)

参照
7明
治や大正に使われた混合言語の前身についてはIong(2007:9395)を参照されたい。
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